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令和４年度  武蔵野市成年後見利用支援センター業務報告  

（令和４年 10 月から５年１月）  

 

１  普及・啓発事業  

（１）リーフレット 配布   

（２）広報（機能と しての成年後見ニー ズの発見）  

   在宅介護・地 域包括支援センター 連絡会議、地域包括 支援センター  

社会福祉士連絡会に 毎月参加し、業務報 告、成年後見の視点 から虐待対応  

等の協議に参加した 。    

（３）講演会  

①令和４年度成年後 見学習会・相談会「 専門職と学ぶ成年後 見制度」（市よ り報 告）  

②講師派遣  令和 5 年 1 月 17 日  

NPO 法人むさしの成 年後見サポートセン ター こだまネット 親 なきあと講座  

武蔵野市福祉公社の プチ講座～権利擁護 センターのご紹介～  

（４）市民講座（老 いじたく講座） （権 利擁護センター共催 ）  

  令和４年 10 月から令和 5 年 1 月 （ 令 和 4 年 4 月 か ら 9 月 ま で は 前 回 報 告 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎昭和の時代から蓄 積した 福祉公社の全 人的支援、福祉実践 の知見を  

講座に反映させてい る。  

◎成年後見について は 権利擁護センター による 法人後見の実 務の蓄積が  

反映されている（令 和 5 年１月末現在、 127 名受任  累計 349 件の実績）。  

 

 

 

 日 付  講 座 内 容  会 場  参 加 人 数  

1  1 0 月 7 日  エ ン デ ィ ン グ ノ ー

ト の 書 き 方 講 座  

福 祉 公 社 1 階 会 議 室  ８ 名  

2  1 0 月 2 4 日  成 年 後 見 制 度  高 齢 者 総 合 セ ン タ ー  ３ 名  

3  1 1 月 1 1 日  成 年 後 見 制 度  福 祉 公 社 1 階 会 議 室  ３ 名  

4  1 1 月 2 4 日  老 い じ た く の 基 礎  福 祉 公 社 1 階 会 議 室  ３ 名  

5  1 2 月 9 日  エ ン デ ィ ン グ ノ ー

ト の 書 き 方 講 座  

市 民 会 館  1 0 名  

6  1 2 月 2 3 日  老 い じ た く の 基 礎  市 民 会 館  ４ 名  

7  1 月 6 日  成 年 後 見 制 度  福 祉 公 社 1 階 会 議 室  ３ 名  

8  1 月 2 4 日  老 い じ た く の 基 礎  福 祉 公 社 1 階 会 議 室  ５ 名  

資 料 １ － １  

令 和 ５ 年 ２ 月 1 0 日  

第 ２ 回 連 絡 協 議 会 
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（５）成年後見相談 会等（相談員派遣 予 定）  

主催等  
NPO 法人むさしの成 年後見サポートセン ター  

こだまネット  

回数・開催日  
1 回  

令和５年２月 14 日  

 

２  相談事業  

（１）成年後見相談 （ 電 話 、 来 所 等 に よ る ） ※ 権 利 擁 護 セ ン タ ー と 共 同 し て 実 施  

   令和 4 年度 （令和 4 年 10 月から 令和 5 年１月）  

 月  

相

談  

実

件

数  

内 容 （ 重 複 有 ）   

内 容  

計  

制 度  

説 明  

親 族 に 対

す る 申 立

支 援  

後 見 人

等 へ の

支 援  

そ の

他  

10 12 11 ５  ３  ３  22 

11 ９  ９  ２  ５  ４  20 

12 ４  ３  ３  １  ４  11 

１  13 12 14 0 ３  29 

合計  38 35 24 ９  14  82 

（２）相談内容概観  

〇成年後見申立  〇 家族信託  〇没後対 応  〇相続財産管理 人  

〇簡易な金銭管理と 手続き事務支援  〇 地域福祉権利擁護事 業  

 〇身元保証  〇不 動産トラブル  〇任 意後見契約  〇墓仕 舞い  

〇若年性認知症の母 と発達障害の子の生 活課題  〇権利擁護 レスキュー  

〇 多 課 題 家 族 へ の 権 利 擁 護 的 支 援  〇 自 筆 証 書 遺 言 ・ 公 正 証 書 遺 言    

〇法務局の自筆証書 遺言保管制度   〇 消費者被害の事後対 応  

（３）対応指針  

①成年後見制度等に 関する総合的支援を 基本として、 成年後 見制度 利用の

必 要 最 小 限 性 、 補 足 性 、 他 法 他 施 策 優 先 等 を 加 味 し つ つ 支 援 し て い る 。 

②電話予約で論点が 整理されれば、その 生活課題を解決する サマリーを  

作成交付している。  

③親族後見を希望す る事情などの 上申書 作成案も 提供してい る。  

＜所感＞  

①相談を通じて事前 の適切な老い支度の 必要性を痛感し てい る。  

成年後見制度以外の 対応で本人の 生活課 題が解消される場合 は、親族  
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関係の調整、 事実上 の親族による 金融事 務代行、金融機関へ の 代理人  

届、施設と本人親族 の連携の深化等を 助 言している 。  

②無縁社会の進行で 入院入所の際に不安 に感じている市民が いる 。施設や  

病院が求める身元保 証について の、信頼 に足る制度の必要性 が生じている 。 

③ 成 年 後 見 制 度 や 地 域 福 祉 権 利 擁 護 事 業 以 外 で の 利 用 が 簡 易 な 金 銭 管 理 、 

日常的な事務補助等 に対応する 制度の必 要性も生じている。  

（４）法律相談（ 弁 護士）  

①  第 2 火曜日  特別顧問弁護士による 成年後見等法律相談  

令和 4 年度 10 月から令和 5 年１月  

月  
成年  

後見  

権利  

擁護  
その他  計  

10 ２  ０  ０  ２  

11 １  ０  １  ２  

12 ０  ０  ２  ２  

１  ０  ０  ０  ０  

計  ３  ０  ３  ６  

◎その他  有料老人 ホームの不適切介護 トラブル 、  

自筆証書 遺言、旧法 借地権の更新    

②  第 4 水曜日  高齢者に係る一般的法 律相談  

令和 4 年 10 月から 令和 5 年１月  

月  
成年  

後見  

権利  

擁護  
その他  計  

 10 ０  ０  ２  ２  

 11 ０  ０  ２  ２  

 12 ０  ０  ３  ３  

 1 ０  ０  １  １  

 計  ０  ０  ８  ８  

◎その他  遺言、 生 前贈与 、老人施設で の不適切 介護 、  

リースバック、隣地 との不動産トラブル  
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３  利用促進  市民 後見人養成講座  

・令和４年度は市民 後見人養成 事業で 2 講座を担当  

年   度  令和４年度  

名称  令和 ４年度７市合同 市民後見人 等養成講 習  

実施日  

令和 ５年１月 23 日から～令和５年２ 月 20 日  

各社協 が講座を担当 、全５回。  

オンラインないし 福 祉公社にて 座学で実 施  

福祉公社  

担当講座  

・ 2 月 6 日 (月 ) 10:00～ 12:00  

科目：消費者被害の 実態とその対応  

講師：武蔵野市消費 生活センター  

・ 2 月 16 日 (木 )  13:30～ 15:00  

科目：医療的アプロ ーチ  

『認知症の方の見え る世界を理解する』  

講師：のぞみメモリ ークリニック  木之 下徹医師  

◎武蔵野市からは生 活支援員 ３名が受講 予定  

◎ 7 市  三鷹市、小 金井、小平、東村山 、東久留米、西東京 、武蔵野 各市  

 

４  機関間連携概要  

（１）出席、レジメ 提供等による機関間 連携  

①在宅介護・地域包 括支援センター連絡 会議 （月 1 回）  

②在宅介護・地域包 括支援センター社会 福祉士連絡会 （月 1 回）  

③在宅介護支援セン ター長 への情報提供  

＜レジメ内容 ＞  

〇月次相談実績報告  

〇困難事例紹介、事 案の論点整理や対応 の報告  

 〇事案に対する福 祉公社の対応プロセ スについて  

  〇特別顧問中山 二基子弁護士カンフ ァランスでの重要事 項報告  

  〇その他情報提 供     

（２）成年後見関連 の処遇打ち合わせ会 出席  

  基幹地域包括支 援センター、在宅介 護・地域包括支援セ ンター 等の要請  

によりオンデマンド で 事案の成年後見利 用の協議に参加 、助 言。  

（３）困難事案の解 決  


